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事 業 名 

 

事業主体及び 

提案者 

１４ 環境および健康等の問題の改善活動 最も身近な「住まいと

健康問題」に関する意識の向上および改善活動 

特定非営利活動法人 ＩＨＴＢ（認証申請中） 
設立代表者 早川成昭 

事 業 内 容 

(詳細は別添資料

企画書概要、再提

案概要のとおり) 

「どういう問題を解決しようとしているか」 

・ 最も身近な環境である「家の中」において、建材、家具類、生活用品

などから放出される有害化学物質によって健康を害することが増え

ています。（シックハウス症候群、化学物質過敏症等） 

・ 私たちは有害化学物質に囲まれて生活しています。 

・ 次世代を担う子どもたちや母体への影響が問題になっています。 

・ 一般消費者の関心の低さが環境病の増加の原因の一つです。 

・ 水と違い、空気の汚れが見えないことも関心が低い原因です。 

・ 測定することによって、空気の汚れが客観的にわかります。 

・ 関心を高めることが予防の第一歩です。 

協働の内容 「具体的な協働の項目」 

・最も身近な環境である「室内の空気汚染」によって、私たちの健康への影

響が深刻になっています。 

・「空気が見えない」ために、関心が低いことが大きな問題なのです。行政

や一般の方々の関心を高めることが予防の第一歩です。 

・「新渋谷中学校地域交流館」の企画に子どもたちによる施設の測定調査を

ご提案したい。 

・「子育て家庭サポート事業」との連携の可能性をご提案したい。家にいる

時間が多い赤ちゃんや子どもたちへの影響が大きいのです。 

・お母さんたちが勉強して、意欲がある人が「住まい方アドバイザー」や「測

定技術者」として活動できる場を創り出したいと思っています。 

審 査 内 容 

(評価結果) 

 

 実現性が高い 熟度を高める

必要がある 

実現すること

が難しい 

提案者 ○   

行政所管課   ○ 

教育委員会総務課

担当推進委員   ○ 

コ メ ン ト 

（公開審査時） 

・問題がはっきりしない（行政）。 

・当面市民事業としてネットワークをつくってください。（推進委員） 

・シックハウスについての学習をいろいろな場を通して広げていきたい。 

・前回のプレゼンテーションでは教育に話の重点が偏りすぎていたので軌道

修正したようだが、そのため事業内容そのものが見えにくくなってしまっ

た。（推進委員） 

・環境問題は複合的な問題なのでどこと協働するか明確でない。（提案者）

・新渋谷中学校の事業と協働し、子どもに環境問題を考えてもらうことも考

えている。（提案者） 

・今回協働事業となるのは難しいことは理解したが、環境問題に関心をもっ

てもらえる機会がもてたことに満足している。（提案者） 

公開審査後の経過  

協働推進会議の 

意見 

・当該事業については、協働する内容が明確になっておらず、現時

点では協働事業とすることは困難である。 

具体的に検討を

要請する事項 

協働する内容について提案者と行政との間に隔たりがあり、協働

事業として実現することは難しいが、次の点について検討いただき

たい。 

・市民事業への支援。 

・行政側として対応可能な事項。 


